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3.人 口 問 題
- 27-
入坑が採集狩猟に依存していた今から約1万年前まで
の人口増加率は,年平均0.01%であったといわれる｡
この率でゆくと,人口が倍になるのに実に7万年を要す
る｡現在の人口増加率は実に年平均2C/Oで,世界のどこ
かで1秒間に4人生まれ1.5人死んでいる｡2.5人ずつ1
秒間に増えてゆくと1年で7,50万人ずつ増加すること
になる (松永,1973)｡今や36位の人口のひしめいてい
る,空間と宍源の有限な地球で,このような増加率が永
統しないことは明白である｡
閃光国での死亡は,きわめて安定的な動きを示してい
るので,もっぱら出生によって将来人口が支配される｡
このため出生の抑制に一層努力しなければならないが,
その際,計画産児の手段の多様化が不可欠である｡ in･
trauterinedevice(IUD,子宮内避妊薬),oralpil(経口
避妊薬)などの普及,徹底が期待される｡そのためには
これら出生抑制のための手段の何奴化,副作用の削除が
要求される｡pilはまだ日本では市販されるに至ってい
ない.;匹老自身揮生省に文句があるが ここでは述べな
いoIUDに関しては,古くから太田1)ソクをはじめ多
切の出が松伏的に応17]されているが,その避妊機序につ
いては妊卵のLr･床阻il'説が有力だが定説のないのが現状
である｡班;B･らは,T字形なし,polymerで作られた垂
-E陣に天然のプロゲステロソな内税した,いわばミニピ
ルと従来の IUDな併用した新しいタイプの uterine
progcsteroncsystem (UPS)をサル子宮内に浪若し,･妊
卒性を税Iiiするとともに,子宮内脱の電鮫的,生化学的
郁折に.tって UPSの避妊機序を挽討中である｡ト1)チ
ウムでラベルした UPSのニホソザル子宮内装茄突放で
は.polymcr中のブt,ゲステロソが一般循環中にみいだ
されるのは,せいぜい数週間内にすぎず,以後は追跡不
可憶なので,いまのところ全身への形啓はないと確信し
ている｡
ブt]スク〆ラソデ ィソ (prostaglandin,PG)は生休に
あまねく分和し.したがって生体のほとんどすべての生
理作用に閃lj･する,20の炭郭を持つ脂肪酸であるが,と
くに生殖機能での役割りが大きく最近では性周期にとも
なう内因性のPGの変乱 cyclicAMPとの関係,式休
に対する刺激,退縮の両面作川などが盃点研究羽目とな
っているO訴体退縮作用は臨沫的にも動物火映でも明白
な現象なので,数年後には "人工流産剤"として立切す
る可能性が強い｡筆者らは数年前からPGの子宮収縮作
用,投与後の血中濃度の変動をニホソザルを用いて火欧
を盃ねてきたが (Oshimaeta1.,1973),現在では,PG
投与時の式体形成ホルモソ(LH)の変動を測定し,LH-
RH 作用との相異性を比校枚討中である.研究室の林
(1974)が叔近ニホソザルの血中LHを二抗体法のラジ
オイムノアッセイによって測定する方法を確立したので
研究推進がきわめて容易になった｡
以上のように,従来の避妊法の主紀はpilのごとく叔
終的には卵盤の機能をプT]ツタするものか.lUDのご
とく着床を阻害するものである.これらの))JiZiだけにと
どまらず,あたらしい避妊法,たとえは,卵管のレベル
で卵の受精現象をプt,ックするjJ儀,あるいは受約卵の
逆流現象をおさえたうえで一定期間内に卵管内に止め死
滅を待つ方法などが考えられるOそのためには卵管環境
とそれをとり巻く因子が解明されねはたらい｡卵管が卵
巣と子宮との間の単なるbridgeではなく,喧按に卵お
よび精子の保護と栄養とに関係し,さらに受fli現象にも
析極的に卵管液が役割を巣していることが次抑こ明らか
になるにつれ,卵管に注目する学者も増えつつある｡ヒ
トでは採取不能な卵管液もサルからは可柁だから,Iだ老
らもこの方面にも研究の日を向け,あたらしい避妊法を
開発してゆきたいと考えている｡
以上,周産期生理,人口問題を中心に霊長現生的生FJ!
学の展望を試み,蟹者らが今後展開すべき研究動向を述
べ来ったが,紙面の都合ですべてを嗣放しえなかったこ
とを諒とされたい｡前に述べたように,これらの研究を
推進するために正常性周期を持つメスザル,多数の妊娠
ザルの詔要皮から,生班生理学は霊長現の米紙コt]ニー
をプラクティカルにもつくらねはならぬという悲朗的小
憩に追いこまれている.しかも,コPニ 地ー殻の暁には
米紙の研究が学際的研究を基調とする以上,性行軌 J5
団の維持践桝その他の誼要な課題の追及に道元されるこ
とも明らかである｡
しかしながら,仮に今す(･に米紙コPニ 紐ー設の神仙
がすすめられても,班老らの領域でコロニ かーらのサル
を突放に使用できるまでには5年を要するであろう.そ
の間のブラソクをどうするか｡何らかのブイ法,たとえば
野泣公苑や野生群からはみ出たサルなどを鶴極的に使川
できるシステムなどを考えざるをえまい｡
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